
　　『こどもの読書週間』

４月２３日(日)は『子ども読書の日』です。

そして４月２３日(日)から５月１２日(金)までの約３

週間は『こどもの読書週間』とされています。

今年のキャッチコピーは

こんにちは！ＲＡＳ（リーディング・アドバイザリー・スタッフ）の和田です。 　　「 小さな本の大きなせかい 」です。

学校図書館だより『本棚のすみっこ』は、生徒のみなさんに楽しんで読んでもらいたく、　 手のひらの上で、地球の裏や宇宙の果て、異世界までを

意識的にくだけた言葉づかいを多用しています。おもしろかったら声をかけてね。　 疑似体験できるってすごい。書き手の創造力と読み手の

つまらなかったら……思いやりについて考えてみるチャンスかも(笑) ではよろしくっ！ 想像力が生み出す世界に限界はありません。

入学式を鮮やかに彩っていた桜の花びらが、校庭にモザイク画を描き広げています。 読書週間には貸出冊数を５冊に増やします。

高松の桜もそろそろ終わりですね。

花びらが笛になるって、みなさんは知ってるのかな？どうぞ１枚拾って吹いてみてね。

　図書委員が決まり、いよいよ学校図書館も本格始動。　上級生は経験者がそろっているようです。

　図書委員の仕事は地味なのにたいへんです。わかっていて立候補してくれた先輩たちは、きっと

　後輩のよいお手本にきっとなってくれるでしょう。

 ☆ 学校図書館の利用、本の貸出は、学校図書館カードで。

カードは卒業まで使います。なくさないでね。(と、毎年書いていますが…)

失くしてしまい、再発行を希望する人は４月中にＲＡＳに申し出てください。

 ☆ 本の貸し出しは、一人２冊まで。期限は２週間です。

本を期限までに返さないと、催促の『返してねカード』が届きます。

返却ポストは年中無休。期限を守って利用しましょう。

 ☆ 開放は 月曜から金曜までの昼休みと月曜,火曜,木曜,金曜の放課後16:30まで。

年度当初の時間をいただき、1年生に図書室の利用指導と本探しオリエンテーリングをしました。

どの班もよく協力して取り組んでいたと思いますが、クラスのカラーが早くも感じられた気がします。

オリエンテーリングが１０分以内に終わった班は以下のとおりです。

問題のうっかりなどを含め同じ条件ですすめたつもりですが、あくまでも参考ということで。

１年１組１班　　５分３６秒

１年３組４班　　７分５５秒

１年２組１班　　８分４０秒

１年２組４班　１０分００秒
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  『 リバース 』    

       湊 かなえ   【９１３ ミナ】 
 

平凡なサラリーマン、深瀬の趣味はコーヒーを飲むこと。 
その縁で、美穂子という彼女もでき、人生に彩りが添えられ
ると思った。だが、「深瀬和久は人殺しだ」と書かれた告発
文が送りつけられてきて…。 
◇本の装丁はコーヒー豆。読んでいると、コーヒーをスト

レートで飲みたくなります。読み終わると、やはりコー

ヒーはストレートで飲みたくなります。 
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  『 暗黒女子 』  

       秋吉 理香子   【９１３ アキ】 
 

ある女子高で、一番美しく一番カリスマ性のある生徒が死

んだ。一週間後、彼女と同じ文学サークルに所属するメン

バーは、彼女の死をテーマにした小説を発表することに…。  
◇創作と現実のはざまに真実は見えるのか。闇鍋こわい。闇

鍋パーティーする女の子はもっとこわい。 

こういう本、高松中では大人気です。現在貸出中で、すでに

予約者が３名も！ 

  『 蜜蜂と遠雷 』  

       恩田 陸   【９１３ オン】 
 

養蜂家の父とともに各地を転々とし自宅にピアノを持たな

い少年、かつての天才少女、夢と生活に揺れるサラリーマ

ン、いじめを受けフランスで暮らしていた青年…。 

ピアノコンクールを舞台に、人間の才能と運命、音楽を描

いた青春群像小説。   

◇直木賞をとった時にもご紹介しましたが、新１年生にも 
ぜひ読んでほしいドラマチックな１冊です。 


